
内閣府内閣府 食品安全委員会事務局食品安全委員会事務局
平成１５年１１月２０日平成１５年１１月２０日

食品安全委員会の概要、食品安全委員会の概要、
評価等について評価等について



食品安全委員会食品安全委員会

消費者の健康保護を最優先に、食品安全行政にリ
スク分析手法を導入し、食品の安全に関する食品
健康影響評価を関係省庁から独立して行う食品安
全委員会を新たに内閣府に設置

国家行政組織法第８条に相当する機関（審議会に
相当する機関）として設置



食品安全委員会食品安全委員会

・専門調査会
１．企画
２．リスクコミュニケーション
３．緊急時対応

４．添加物
５．農薬
６．動物用医薬品
７．汚染物質
８．微生物

委員会
常勤４人 非常勤３人

９．ウイルス

１０．プリオン

１１．遺伝子組換え食品等

１２．新開発食品

１３．肥料・飼料等

１４．器具・容器包装

１５．化学物質

１６．かび毒・自然毒等



・事務局（事務局長、次長、４課１官）

総務課

評価課

勧告広報課

情報・緊急時対応課

リスクコミュニケーション官



リスク分析リスク分析

リスクアセスメント

リスクマネジメント

リスクコミュニケーション



リスクアセスメントリスクアセスメント

有害性の特定
１．疫学研究
２．動物実験

a.機能変化
b.形態上の影響
c.腫瘍性
d.その他－生殖・発生・免疫・神経毒性
３．試験管内テスト



リスクアセスメントリスクアセスメント

用量・反応

曝露量

判定

ＮＯＡＥＬ 《 No-Observed Adverse Effect Level 》
（無毒性量）
↓
無毒性量 / 安全係数＝ＡＤＩ 《 Acceptable Daily Intake 》

（一日摂取許容量）

用量

反
応



社会的合意形成（リスクコミュニケーション）社会的合意形成（リスクコミュニケーション）
関係者相互間の情報及び意見の交換

例： 意見交換会の開催、パブリックコメントの実施

行政的対応（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）行政的対応（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）
厚生労働省、農林水産省等厚生労働省、農林水産省等

国民の食生活の状況等を考慮し、
食品健康影響評価が行われたとき
はその結果に基づいて、基準の設
定や規制の実施等の行政的対応を
行うこと（緊急暫定的な対応を含
む）

例： 農薬の残留基準の設定
（米の中の残留基準を○○mg/kg 
以下に設定等）

食品健康影響評価（ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ）食品健康影響評価（ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ）
内閣府食品安全委員会内閣府食品安全委員会

食品を摂取することにより人の健
康に及ぼす影響について科学的
に評価すること

例： 農薬の安全性評価
（一日摂取許容量○○mg/kg体重
/日の算定等）

リスク 健康への悪影響が生ずる確率とその程度

リスク分析 健康への悪影響の発生を予防又は抑制する科学的手法

健康への悪影響を防止又は抑制する科学的手法（リスク分析）のポイント



食品安全委員会の取組食品安全委員会の取組

委員会は、７月１日の発足以来、

原則毎週１回開催（通常、木曜日の午後
２時から）。１０月末までに１７回開催。

審議の透明性を確保するため、委員会
は原則公開。

議事録もホームページ上で公開。



食品健康影響評価の実施食品健康影響評価の実施

１）厚生労働省及び農林水産省から、
食品健康影響評価（リスク評価）の
要請が、１０月末までに３４件。

食品安全基本法第１１条：
食品の安全性の確保に関する施策を策定する

際には、すなわちリスク管理機関が例えば安全
性の確保のための規格や基準を策定するに当
たっては、原則として、食品安全委員会によって
食品健康影響評価が行わなければならない。



２）既に１５件のリスク評価を実施し、その
結果を通知（7月～10月）
・ かび毒 １件

・ 添加物 ８件

・ 動物用医薬品 ２件

・ 農薬 １件

・ 特定保健用食品 １件

・ サウロパス・アンドロジナス（いわゆるアマ

メシバ）を大量長期に摂取させることが可

能な粉末、錠剤等の形態の加工食品

・ 伝達性海綿状脳症に関する牛のせき柱を

含む食品等の安全性確保



食品の安全性に対する関心の背景食品の安全性に対する関心の背景
食品に関する事故・事件

・Ｏ１５７

・サルモネラ

・狂牛病

・ダイオキシン

・ラベル

大規模生産・複雑な流通

グローバル化－自給率４０％

新しい技術による製品・・・ＧＭＯなど

不適切な情報



食品安全委員会に何を期待されているか食品安全委員会に何を期待されているか ①①

解決すべき課題－１

規制プロセスにおける科学の役割の明確化
＝レギュラトリーサイエンス

リスク評価における不確実性の低減

ヒトにおける曝露量推定方法の改善



解決すべき課題－２

判断の遅延・錯誤に対する国民からの怒りへ
の対応

国民への情報の開示

規制プロセスにおける国民の関与

「許容できる」リスクの明確化－コンセント



食品の安全性の確保のための取組に対する評価

評価している,
47.5%

ある程度は評価し
ている, 48.6%

あまり評価していな
い, 3.5%

全く評価していな
い, 0.2%

無回答, 0.2%

食品安全モニター・アンケート調査（9月実施）結果より



食品安全委員会に期待する役割

0.2%

1.1%

13.2%

16.7%

27.9%

31.4%

43.1%

64.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

無回答

その他

情報や意見の交換の推進

科学的調査や研究の実施

緊急の事態への対応

関係行政機関に対する勧告や意見

科学的知見に基づいたリスク評価の実施

適切な情報提供



発がんの可能性が高いと感じる要因

0.0%

13.0%

5.5%

9.9%

22.4%

24.6%

33.2%

34.3%

65.5%

66.8%

70.1%

73.0%

75.4%

91.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0
%

無回答

その他

普通の食べ物

お酒

医薬品

おこげ

遺伝子組換え食品

ウイルス

紫外線

農薬

食品添加物

大気汚染・公害

放射線

タバコ

食品安全モニター・アンケート調査（9月実施）結果より



発がんの可能性が高いと感じる要因（職務経験区分別）

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%
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100.0%
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コ
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薬
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外
線

ウイ
ル
ス

遺
伝
子
組
換え
食
品
おこ
げ
医
薬
品 お酒

普
通の
食
べ物 その

他

食品関係業務経験者

食品関係研究職経験者

医療・教育職経験者

その他消費者一般

食品安全モニター・アンケート調査（9月実施）結果より



食品の安全性の観点からより不安を感じているもの

0.4%
12.3%

23.3%
23.5%
26.4%
27.3%
29.7%
34.3%
34.3%
35.4%
42.6%
45.1%
46.8%
48.6%
49.0%

60.7%
64.4%
66.4%
67.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

無回答

その他

異物混入

肥料

動物用医薬品

新開発食品

放射線照射

かび毒・自然毒

ウイルス

器具・容器包装

プリオン

飼料

微生物

いわゆる健康食品

遺伝子組換え食品

汚染物質

添加物

輸入食品

農薬

食品安全モニター・アンケート調査（9月実施）結果より



食品の安全性の観点からより不安を感じているもの（職務経験区分別）
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食品関係研究職経験者
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その他消費者一般

食品安全モニター・アンケート調査（9月実施）結果より



平成13年のＢＳＥ問題における行政の情報提供の仕方の問題

1.3%

4.6%

18.2%

20.4%

25.7%

29.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

無回答

その他

欲しい情報が提供されなかった

提供された情報が正確ではなかった

情報が迅速に提供されなかった

どの情報を信じてよいか判断がつきかねた

食品安全モニター・アンケート調査（9月実施）結果より



緊急事態が発生した場合の最も信用できる情報源

0.2%

7.7%

7.0%

5.3%

5.9%

7.3%

32.7%

49.2%

59.3%

77.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

無回答

特に信用している情報源はない

その他

店頭の掲示、店員の説明

食品ﾒｰｶｰのHP

雑誌

大学・研究機関のHP

官公庁のHP、政府広報

テレビ・ラジオ

新聞

食品安全モニター・アンケート調査（9月実施）結果より



食品安全委員会に何を期待されているか食品安全委員会に何を期待されているか ②②

1. 科学の強化

2. 国民の価値観に対する十分な理解

3. 情報の公開

4. 政策の調和


